
計画8-1

ヤクシマザルメスにおける性行動と採食

行動の関連

餌 幹 併部大･霊研 ･生鮒 静

馴勿の発情i潮 稲梓吐ネ/欄 こ負担

をかナると鮒 ､る｡しかし､採摘 ま杜

会的な最輝 と切り離せなしヽ 発情メスの把持都聾

択内払 ＼による採食子離 村ヒを検冒寸するために､

1減 年9月中旬から11月下旬まで30日間､鹿

児島県塾側 こ生月するヤクシアサシレの

自然群のメス7頭を対象に終日個体過納盤を用い

て調査した｡全ての対膏メスl鰍 とコンソ

ー ト関係蜘 ;､αメイルとコンソートした

別潮 等問がほとん胡成少しなかった｡また､

αの[脚 こよって他個体から攻撃され粥こ採

食できた｡複数オスとコンソートした別潮 寺

間が減少した｡これi瀕封育メスが軸 的に求愛行

動を行なったためと考えられる.採食御 哉こ

α以外のオスから攻粉 ミ増加した｡

伴食者としてのαメイノ欄 も αメイルの順

位効果によって他個体を排除して採食できるため､

栄養･エネルギー不足が解消できることが考えら

れる｡αメイル以列の個体とコンソートを組む場

合は､紺 こよって脚 等間の減少が食物摂取に

恋形響を及ぼすだろう｡しかし､採:財前静1合の

減少を補う効果がある行軌が額廃された｡αメイ

ルコンソートした発情メスの攻撃による採食場所

の乗っ取りは､コンソート相手の脚 葬り用

し酬 功汀であり､蝉独もし

くl剖 磯田での晩飴も 採餅 合胡塾ナるためと

考えられた｡複数オスとのコンソートl脚 寺間

を減少させるが､メスはより効率的な採食を積極

的に目指し¶ るヽのだろう｡
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計画8-2

屋久島の上部域に生息するヤクザルの分

布と弟分折による食性の研究

大竹防 (日本モンキーセンター).好成穴- (花谷

大 ･経常)

安田林道から毘味岳にかけて (標識1300-1800

m)10.5kn子の地域をブロック分割定点胴衣法 (大

井他1994)にてヤクザル群の調査､採処 した共の

分析による食性の研究を行った.現地調査は 7月

25日⊥ 8月 8日の15E7閃､調査flは延べ42名｡調'

恋宍料のまとめは苅郡.共分析は犬山で行った.

調査域内でllA1円/群れのヤクザルを確托した.

内 6仏EElで雌またはコドモが目撃されている.他

の 5熊田では発 JTT･遊動の状況から群れと判断し

た｡ 9弘田が今回の調禿域内を主に遊動し､ 2手技

田は主に羽衣域外を主に遊勤し一部調査域も利用
している｡緒方を 0.5群として計辞 して.分布密

虎はO.95群/kTTfと推定した｡安房林道周辺の2

群は林道に紛って比較的長く大きい遊動域を持ち

この地域では群れ密度は低く (0.7群/tcIT.).秤

れサイズは20頭以上､23現以上と大きい.掠市14

00m以上では群れは小型で苅密腔で分布している

(1.5群/knl)｡探生した式は合計44個.採狐地点

は歩道沿いの植生投乱のない上部地域1480m以上

と､林道沿いの植生投乱のある下部地域1360m以

下で′､下部地域はすべて林道上で採典された｡兼

内容物は上 ･下部地域で二分される.上部地域で

は広葉樹の桑､薗籾が多く,下杯地域では種子.

繊維.昆虫が多く下郎地域でサル トリイバラ､ホ

ウロクイチゴなどの様子や昆虫が多く含まれる.

林道周辺の二次梯生に対応している｡下部の群れ

は人なれしていることから悦光客影響も考はする

必要がある.


